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誰でもスマート農業が始められる！

可変施肥マップ作成＆出力ガイド

全体の流れ

1.対象圃場を選択

①1圃場の場合

②複数圃場の場合

2.施肥タスク（可変施肥マップ）を作成

①日付設定

②散布する肥料の選択（登録）

③散布量の設定

④作成された散布マップの確認＆保存

3.可変施肥マップを出力

①1圃場分の場合

②複数圃場分の場合
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１．対象圃場を選択

① 1圃場の場合

・施肥タスクを作成したい圃場を選択し、「タスクを追加」をクリック

・「施肥」をクリックし、タスクの作成を開始
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１．対象圃場を選択

②複数圃場の場合

・圃場名左側のチェックボックスでタスクを作成したい圃場にチェックを入

れ、対象圃場を複数選択

※1.チェックボックスは、マウスのカーソルを近づけると表示されます

※2. 2つ以上チェックマークを入れると複数選択モードになり、地図上の

圃場枠を直接クリックして圃場選択できるようになります

※同じ種類の肥料を散布する場合のみ、複数圃場分の施肥タスクを一括作

成できます（散布量は圃場ごとに細かく設定できます）

・圃場名右側に表示される一括操作項目から「施肥」をクリックし、タスク

作成を開始

※1

※2
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２．施肥タスクを作成

① 日付設定

・施肥タスクの実施日を設定

※1. 処理予定日の欄にタスク実施日を入力すると、全圃場に同じ日付が一

括入力される（個別の日付欄で、圃場ごとに異なる日付を設定することも

可能）

※2. 散布天気を参考に、直近の散布に適した日付をクリックすると、その

日付を実施日として設定できる

・「続行」ボタンをクリック

※1

※2
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２．施肥タスクを作成

② 肥料の選択

・「すべての商品」欄から肥料を選択し、「続行」をクリック

※1. 商品がない場合、「カスタム商品を追加」から新しく肥料を登録

※2. 有機肥料では散布量の設定ページで「自動」が選べなくなるため、

散布量の自動計算を利用したい場合は種類を「無機肥料」に設定する

※「肥料の試験日」以外の必須項目をすべて記入し、「保存」して登録

※1

※2
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２．施肥タスクを作成

③ 散布量の設定

•「マップを編集」から基準マップを選択し、「保存」をクリック

※元肥設計の場合、基本的に地力マップを基準マップにする
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２．施肥タスクを作成

③ 散布量の設定

•使用量の欄に肥料散布量の基準値を入力し、「続行」をクリック

※1. 使用量の単位は変更できる

※2.「使用量の分布」を「手動」に切り替えると、各ゾーンの散布量を

任意の値に調整できる

※1

※2
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２．施肥タスクを作成

④ 作成された散布マップの確認＆保存

•各マップの散布量を確認し、「タスクを保存」をクリックして作成完了

※1.「ゾーンの詳細を表示」：各ゾーンの成分ごとの散布量を確認できる

※2.「割り当て」：アカウント連携中のユーザーをタスクの担当者として

設定できる

「追加」：タスクにコメントを記録できる

※1

※2
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3. 可変施肥マップデータを出力

① 1圃場の場合

・ステータスページで圃場を選択

・施肥タスクの「…」ボタンから「エクスポート」をクリック

・ダウンロード項目の「散布マップ（ISOxml、シェープファイル）」を選択

・農機に適したファイル形式を選択し、「ダウンロード」からマップデータ

（ ZIPファイル）を出力

・ZIPファイルをUSBに移し、農機に読み込ませる
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3. 可変施肥マップデータを出力

② 複数圃場の場合

・タスクスページで出力したいタスクを複数選択

（左端のボックスにチェックを入れる）

・右のタスク欄に表示される「エクスポート」ボタンをクリック

・ダウンロード項目の「散布マップ（ISOxml、シェープファイル）」を選択

・農機に適したファイル形式を選択し、「ダウンロード」からマップデータ

（ ZIPファイル）を出力

・ZIPファイルをUSBに移し、農機に読み込ませる


